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山吹小学校の取り組み 

〈 補 足 資 料 〉 

 

自由討議 

（補足資料） 
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個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関わって 

 

 個別最適な学びについて 

個別最適な学び＝「個に応じた指導」を学習者の視点から整理した概念  

「①指導の個別化」と「②学習の個性化」から成り立つ 

①指導の個別化 

・教師が支援の必要な子どもにより重点的な指導などを行うことで効果的

な指導を実現すること 

・子ども一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材

や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うこと 

②学習の個性化 

・教師が子ども一人一人に応じた学習活動や学習活動に取り組む機会を提

供することで、子ども自身が学習が最適となるよう調整すること 

協働的な学びについて 

・探究的な学習や体験活動などを通じ、子ども同士で、あるいは地域の方々

をはじめ多様な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として

尊重し、様々な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となるこ

とができるよう、必要な資質・能力を育成すること 

・集団の中で個が埋没してしまうことのないよう、一人一人のよい点や可能

性を生かすことで、異なる考え方が、組み合わさり、よりよい学びを生み出

していくようにすることも大切 

中央教育審議会 答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して』 

 

『自律して学び続ける姿』 

〇 興味・関心等に応じ、やりたいことを見付けて取り組む 

〇 学ぶペースや方法、内容などを自己選択、自己決定しながら学ぶ 

〇 学びに見通しをもち、ふり返りながら学び続ける 

名古屋市教育委員会「ナゴヤ学びのコンパス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山吹小学校では、「いつ学ぶか」「何を学ぶか」「どのように学ぶ

か」を子どもたち自身が選択し、自ら立てた学習計画に沿って学習を

進める「ＹＳＴ（山吹セレクトタイム）」や総合的な学習の時間や

生活科の時間などに異学年グループで探究的な学習を進める「ふれ

あい活動」を実施しています。 

これらをはじめとした教育活動全体を通して、個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実を目指しています。 

また、学びの土台づくりとして「心理的安全性」を高めることを

意識しながら学校・学級づくりを進めています。 
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ＹＳＴ（山吹セレクトタイム）について 

子どもたちが自律して学び続けることができるよう、「ＹＳＴ（山吹セレク

トタイム）」を実施している。ＹＳＴでは、子どもたちが「いつ学ぶか」「何を

学ぶか」「どのように学ぶか」を自己選択・自己決定し、学習を進める。教師

は、単元の目標や時間数の目安、学習の進め方、学べる教材などを記した「単

元進度表」と翌週の予定を記した「週計画」を示し、子どもたちは、それらを

基に、１週間の時間割を立て、自ら立てた学習計画に沿って自分に合ったペー

スで学習を進める。 

 

《単元進度表について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標や時間ごとの学習内容、学び方の選択肢が記されており、子ど

もは、取り組むべき課題を終えたらチェック欄に自己評価を行う。 

 

 

《週計画について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１週間の計画を記した「週計画」を毎週金曜日に配付する。子どもたちは、

各教科で進める単元進度表の目安をもとに翌週の時間割を考える。教師は子

どもが立てた時間割をチェックし、翌週に向けたアドバイスを行う。 
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《単元進度表を活用した学習の流れと内容》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ インストラクション 

インストラクションとは、各単元の導入時など、ＹＳＴの実施前に行い、

学習を通してどのような力を身に着けるのか、何ができるようになるとよ

いのかなど、単元のゴールについて確認をする時間のことである。また、

すでに学習している内容「既習事項」や日常生活とどのような関わりがあ

るかなどについても触れ、学びへの動機づけを行うとともに学習の見通し

をもてるようにする。動画や新聞などの資料を用意したり、読み聞かせや

スライド、クイズなどを取り入れたり、体験活動を行ったりと、学習内容

や児童の実態を踏まえて行う。  

 

 

 

 

 

 

 

【スライドの例】        【仲間分けクイズ】 
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２ 全体の流れを共有するルーブリック 

子どもたちが見通しをもち自律して学びを進めることができるよう、単

元進度表・インストラクションでは伝わりきらない内容や子どもたちが迷

うことが予想される内容を踏まえ、３観点３段階のルーブリックを作成す

る。ルーブリックは、教育課程や子どもの実態を基に作成し、何がどのく

らいできるようになるとよいのかなど、具体的な評価や目指す姿について

教師と子どもが共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

【ルーブリックの例】 

 

３ 学習（観察＆レクチャー） 

子どもは、単元進度表をもとに、「いつ学ぶか」「何を学ぶか」「どのよう

に学ぶか」を自己選択・自己決定して学習を進めていく。教師は誰がどん

な学習を進めているか観察し、子どもたちの声に耳を傾け、質問をしなが

ら「なぜうまく進んでいるのか」「つまずきポイントは学習内容なのか、伝

え方なのか」などの情報（単元進度表、ノート、テストなどで観察したこ

と）を集める。そして、誰がどこでどのように進み、つまずいているのか

分析し、子ども一人一人に合わせて必要に応じて支援を行う。 

 

４ 成果物の交流・価値の評価 

単元末には、テストや成果物で学びを確認したり、成長や積み重ねてき

た学びの価値を交流したりする。成果物は、新聞やレポートにまとめたり、

ロイロノートのスライドにまとめたりと、様々な形で共有をする。 

 

 

 

 

 

 

 

【成果物の例】 
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５ 振り返り（学び方を学ぶ） 

日々の学びを振り返る、あるいは学び方

を振り返ることで次へつなげる。教師も子

どもたちの学習の成果はもちろん、学び方

についても成長した点に声を掛け、次の学

習がより充実したものとなるようにする。    

【振り返りの例】 

 

《子どもたちに示している学習掲示物について》 

以下は本校で行ってきた「学び方」に関わる掲示の例である。子どもの

実態に応じて、「学習の心構え」「学ぶための技能」「丸のつけ方」など、教

師が目の前の子どもたちにとって必要な学び方を伝える。 

子どもは、単元を通してこれらの学び方を意識しながらＹＳＴ（山吹セ

レクトタイム）を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習の心構え】  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

【学ぶための技能を表す掲示】     【丸のつけ方】 
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《心理的安全性を高める学級・学校つくり》 

『集団の中で自分の考えや気持ちを誰に対しても安心して表現できる状

態』のことを「心理的安全性」という。心理的安全性は、「ゆるやかな協働

性」にもつながるが、それ以前に、学びの土台となる学校・学級づくりにお

いて重要な要素であると考える。山吹小学校では、心理的安全性を高めるた

めに次のような活動を取り入れている。 

 

サークル対話 

互いの表情が見えるようサークルをつ

くって対話を行う。テーマは、教師が示し

たり子どもから募集したりと、ねらいや実

態に応じて決める。「クラス会議」として行

う場合は、課題や問題の解決に向けて対話

を行うが、常に一人一人が考えや意見が尊

重されることを大切にする。たくさん発言

することではなく、他者の発言に耳を傾け、その発言を受け止める姿勢を重

要視することで、誰もが安心して対話に参加できるようにしている。 

参考文献 「対話でみんながまとまる！たいち先生のクラス会議」 

                       著：深見 太一 

 

ＹＡＰ（山吹アドベンチャープログラム） 

課題解決を行う活動や関係を深める活動を行うことで、互いのよさを認

め、仲良く活動できるようにする。 

ふれあいグループの仲間との関係性を

深めるために、山吹アドベンチャープロ

グラム（ＹＡＰ）という遊びの活動を設定

した。仲間と協働して課題解決に取り組

む活動や互いのことをよく理解するた

めの活動などを行った。 

 

  参考資料  「学級ゲーム＆アクティビティ１００」 

著：甲斐﨑博史   

 

【サークルになって話をする児童】 

【グループの仲間と遊びを行う様子】 


